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第９回  定例会

　平成26年第９回定例会が、９月８日から19日までの12日間開催されま
した。
　条例１件、補正予算６件と一般会計、特別会計13件及び事業会計合わ
せ15件の平成25年度決算、人事案件２件、その他９件を審査し、請願１
件（継続審査）を除き、いずれも原案のとおり可決・認定しました。
　平成25年度一般会計決算では、歳入総額は60億4292万円であり、その
うち町税は、全体の11％にあたる６億6445万円。また、「ふるさと納税」
が大幅に増加して1664万円となっています。

歳入の内訳 （単位：万円）

項　　目 決算額

１．町税 ６億6445

２．地方譲与税 7560

３．利子割交付金 135

４．配当割交付金 139

５．株式等譲渡所得割交付金 206

６．地方消費税交付金 6604

７．自動車取得税交付金 2159

８．地方特例交付金 184

９．地方交付税 31億8316

10．交通安全対策特別交付金 165

11．分担金及び負担金 4609

12．使用料及び手数料 8061

13．国庫支出金 ５億6137

14．県支出金 ３億9048

15．財産収入 1105

16．寄付金 1674

17．繰入金 １億4085

18．繰越金 １億8198

19．諸収入 １億2172

20．町債（町の借金） ４億7290

歳　入　総　額 60億4292

町債（町の借金）の内訳
名　　称 金　額

過疎対策事業債 ２億1040万円

臨時財政対策債 ２億 930万円

辺地対策事業債 3550万円

一般公共事業債 1110万円

災害復旧事業債 660万円

実質収支  ２億7985万円（内 基金積立額 １億4000万円）

1

町税

20
町債

（町の借金）

13 国庫支出金

14
県支出金

18

9

地方交付税

2

6
7
8

10
11

15
16

17

19

12

3,4,5

子育て施設
一 般 会 計
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　一般財源は前年度比で3.7％増加し、義務的経費の人件費は2.5％の
減、扶助費は1.4％の増、公債費は3.8％の減となっていますが、その
他の経費（物件費・維持補修費・補助費等）は、前年度比6.8％の増
となっています。

歳出の内訳 （単位：万円）

項　　目 決算額

１．人件費 ９億2103

２．扶助費 ４億1387

３．公債費（借金返済） ７億9407

４．物件費 ７億7638

５．維持補修費 ３億 457

６．補助費等 ９億1207

７．繰出金 ６億8570

８．積立金 １億6444

９．投資・出資・貸付金 1500

10．普通建設事業費 ６億7768

11．災害復旧費 2832

歳　出　総　額 56億9314

要望にこたえ乳児（０歳～２歳児）棟の拡充 つばき保育園

充実された平成25年度
各会計決算

子 育 て 支 援

歳入歳出差引額  ３億4978万円　翌年度へ繰越財源6993万円

1

人件費

補助費等

物件費

9

2
扶助費

繰出金

普通建設
事業費

3
公債費
(借金返済)

4

6

7

8

10

11

5
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 （単位：万円）

会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

国民健康保険
事業勘定 ８億5532 ７億9950 5582

直診勘定 １億1904 １億1543 361

後 期 高 齢 者 医 療 7853 7786 67

介 護 保 険 10億8434 10億6689 1745

訪 問 看 護 1659 1567 92

介 護 老 人 保 健 施 設 ２億9409 ２億9183 226

物 品 調 達 1853 1853 0

農 業 集 落 排 水 事 業 ６億1659 ６億 709 950

生 活排水個別処理事業 3866 3469 397

財 産 区

萩 生 23 14 9

豊 原 16 11 5

添 川 730 710 20

豊 川 82 36 46

中 津 川 631 524 107

水 道 事 業
損益勘定 ２億1871 １億7403 4468

資本勘定 5929 １億1524 △5595

平成25年度  各特別会計決算

自助、共助、公助（大災害を想定した避難訓練　みのり）
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一般質問

納
付
相
談
や
差
押
え
等
を

し
て
い
ま
す
。

質
問　

名
誉
町
民
に
関
す

る
条
例
は
、
町
に
特
別
縁

故
深
い
方
で
、
広
く
社
会

の
進
展
に
貢
献
し
、
ま
た

は
町
の
功
労
者
で
あ
る

等
々
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
黒
沢
出
身
で

長
井
市
在
住
の
松
下
鈆
三

郎
さ
ん
が
、
医
師
生
活
50

年
、
地
域
医
療
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
で
旭
日

双
光
章
と
い
う
春
の
叙
勲

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
町

の
医
療
福
祉
の
功
労
者
で

す
。
町
長
の
考
え
は
。

表
彰
者
選
考
委
員
会
等
で

町
長　

名
誉
町
民
に
つ
い

て
は
「
表
彰
者
選
考
委
員

会
」
等
の
意
見
を
伺
い
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

住
宅
団
地
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

要
望
を
的
確
に
捉と
ら
え
対
応

町
長　

東
部
、
中
、
椿
の

３
地
区
か
ら
、
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
的
確
に

捉
え
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

質
問　

い
じ
め
防
止
対
策

の
取
り
組
み
は
。

慎
重
に
検
討

教
育
委
員
長　

県
の
「
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を

参
考
に
、
今
年
度
中
の
策

定
を
め
ざ
し
準
備
中
で
す
。

○
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
加
盟
は

○
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

○
飯
豊
町
名
誉
町
民
に
つ
い
て

○
住
宅
団
地
構
想
に
つ
い
て

○
い
じ
め
防
止
対
策
の
取
り
組
み
は

質
問　
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
へ
加
盟
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
。

自
然
の
豊
か
さ
等
を

次
世
代
に
継
承

町
長　

現
在
、全
国
53
町
村

等
が
加
盟
し
、同
じ
よ
う
な

地
理
的
条
件
、共
通
し
た
志

を
持
つ
農
山
村
の
自
治
体

と
相
互
に
学
び
合
い
、高た
か

め

合
う
こ
と
で「
心
の
豊
か
さ
」、

「
自
然
の
豊
か
さ
」、「
美
し

い
村
と
し
て
の
地
域
づ
く

り
」を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　

不
納
欠
損
処
分
に

対
す
る
手
段
、
手
法
は
。

納
付
催
告
や
差
押
え

町
長　

税
は
行
政
執
行
の

た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。

個性的、自立した町をつくるために個性的、自立した町をつくるために

鈴
木
敏
夫
議
員
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業
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
は
前
回
よ
り
倍
増

し
、
上
限
４
０
０
万
円
の

助
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
負
担
率
も
、「
６

分
の
１
」
か
ら
「
11
分
の

１
」
と
し
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
更
な
る
軽

減
に
つ
い
て
は
検
討
課
題

で
あ
り
ま
す
。

質
問　
〝
農
の
未
来
賞
〞

活
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
。

持
続
可
能
な

農
業
農
村
の
将
来
像
に

町
長　

現
在
、
農
政
審
議

会
や
農
業
技
術
者
会
等
の

関
係
者
か
ら
、
論
文
実
践

に
向
け
た
意
見
を
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
農
業
経
営
者

や
関
係
者
に
基
本
案
を
提

示
し
、
論
文
の
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
意
見

を
反
映
さ
せ
た
プ
ラ
ン
作

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
者
と
の
信
託
制
度
、

各
生
産
小
集
団
の
強
化
、

そ
し
て
若
い
農
業
者
を
含

め
た
未
来
塾
の
創
生
等
、

示し

唆さ

に
富
ん
だ
提
案
が
あ

り
ま
す
の
で
、
将
来
へ
向

け
た
プ
ラ
ン
と
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

地
域
づ
く
り
推
進

事
業
の
充
実
を
。

住
民
参
加
を
基
本
に

ま
ち
づ
く
り
を

町
長　

住
民
自
治
に
よ
る
、

住
民
参
加
の
考
え
方
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し

て
進
め
て
お
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
と
併

せ
て
、
地
区
別
計
画
も
策

定
し
、
地
区
の
将
来
像
、

方
向
性
を
定
め
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
住
民
と

行
政
に
よ
る
「
協
働
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
住
民
参
加

を
基
礎
と
し
た
「
地
区
の

小
集
団
活
動
に
よ
る
地
域

づ
く
り
助
成
事
業
」
の
政

策
を
提
案
し
、
取
り
組
み

や
す
く
し
ま
す
。

質
問　

財
政
的
支
援
の
強

化
が
必
要
で
は
。

地
元
負
担
の
軽
減
を

更
に
検
討

町
長　
「
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
費
補
助
金
」
を
創

設
し
て
、
地
域
独
自
の
事

地域の声を地域の声を“まちづくり“まちづくり””にに

菅
野
富
士
雄
議
員

一般質問

地域の力で〝ふるさと〟祭り

手
づ
く
り
の
„
ま
ち
づ
く
り
“

さ
ら
に
前
へ
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◆
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
草
地
畜
産
基
盤

整
備
事
業
分
担
金
条
例

　

草
地
畜
産
基
盤
整
備

（
眺
山
）
の
施
行
に
あ
た

り
、
事
業
に
よ
り
利
益
を

受
け
る
受
益
者
か
ら
分
担

金
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
家
畜

生
産
に
係
る
草
地
や
施
設

等
の
基
盤
整
備
に
よ
り
効

率
的
・
安
定
的
な
経
営
体

を
育
成
し
、
競
争
力
の
高

い
生
産
地
の
形
成
を
図
る

た
め
総
額
10
億
４
７
４
２

万
円
で
、「
公
益
財
団
法

人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

　

次
の
人
事
案
件
に
同
意

し
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員

　

大
字
岩
倉

伊　

藤　

和　

憲

◆
萩
生
財
産
区

　

 

管
理
会
委
員

宇
津
木　

達　

男

小　

松　

要　

一

渡　

部　

岩　

次

木　

村　

吉　

博

嘉　

藤　

直　

昭

堀　
　
　

敬　

次

嘉　

藤　
　
　

正

◆
特
定
秘
密
保
護
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

西
置
賜
革
新
懇
話
会

代
表
世
話
人今

泉　

義
憲

審
査
の
結
果

賛
成
多
数
で
採
択
し
ま

し
た
。

◆
集
団
的
自
衛
権
行
使

に
反
対
す
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

西
置
賜
革
新
懇
話
会

代
表
世
話
人今

泉　

義
徳

審
査
の
結
果

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

◆
手
話
言
語
法
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
請
願

請
願
者

一
般
社
団
法
人
山
形
県

聴
覚
障
害
者
協
会

会
長　

小
野　

善
邦

審
査
の
結
果

全
員
賛
成
で
採
択
し
ま

し
た
。

◆
米
価
下
落
歯
止
め
等

に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
方
請
願

請
願
者

山
形
お
き
た
ま
農
協

経
営
管
理
委
員
会
会
長

木
村　

敏
和

山
形
お
き
た
ま
農
協

農
政
対
策
本
部
本
部
長

木
村　

敏
和

審
査
の
結
果

全
員
賛
成
で
採
択
し
ま

し
た
。

◆
特
定
秘
密
保
護
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　

賛
成
多
数
で
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

◆
手
話
言
語
法
制
定
を

求
め
る
意
見
書

◆
米
価
下
落
歯
止
め
等

に
関
す
る
意
見
書

　

以
上
２
件
の
意
見
書
を

全
員
賛
成
に
よ
り
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

米価下落に歯止め策
意 見 書 提 出

新
た
な
条
例
の
設
定

人　

事

請　

願

意
見
書

整備される眺山
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良
い
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
事
管
理

 

今
後
の
あ
り
方
は

嶋
貫
委
員

　

平
成
25
年
度
投
資
的
経

費
は
少
な
い
の
に
ど
う
し

て
人
件
費
が
増
え
た
の
か
。

時
間
外
勤
務
手
当
の
増
大

等
や
、
上
級
職
員
採
用
が

原
因
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長

　

時
間
外
勤
務
手
当
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
以

外
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

職
員
の
定
員
管
理
に
も

起
因
し
て
い
ま
す
。
一
例

を
あ
げ
れ
ば
保
育
職
場
の

場
合
、
今
後
の
保
育
施
設

統
合
計
画
な
ど
も
あ
っ
て

職
員
採
用
を
抑
制
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
の
機
構
改

革
、
事
務
事
業
分
担
変
更

な
ど
に
よ
り
業
務
量
が
増

え
た
部
所
で
は
、
一
定
期

間
時
間
外
勤
務
が
増
え
る

事
が
あ
り
ま
す
。

　

総
務
企
画
課
の
場
合
、

25
年
度
か
ら
消
防
業
務
、

山
岳
遭
難
対
策
が
移
行
さ

れ
た
こ
と
で
時
間
外
勤
務

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

活
動
の
総
括
は

菅
野
委
員

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

の
活
動
に
つ
い
て
、
地
域

や
隊
員
の
方
も
意
義
深
い

良
い
事
業
だ
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
25
年
度
で

こ
の
事
業
が
終
わ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
終
了
し
て
、
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

の
か
。

　

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
で

す
が
、
こ
の
間
中
津
川
地

区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
こ
と
で
受
入
し
て

き
ま
し
た
。

　

若
い
人
た
ち
に
入
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
、
交
流
人
口
の

増
加
が
あ
っ
た
な
ど
、
有

効
な
事
業
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

25
年
度
ま
で
の
３
年
間

に
つ
い
て
は
、地
域
の
方
々

と
の
一
体
的
な
活
動
効
果

な
ど
26
年
度
に
お
い
て
、

精
査
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
地

域
振
興
の
た
め
協
力
隊
受

入
も
あ
り
ま
す
の
で
、
他

の
中
山
間
地
も
含
め
、
地

域
の
方
々
と
相
談
し
、
新

た
な
受
入
体
制
を
構
築
し

て
今
後
も
継
続
で
き
れ
ば

長
沼 

桂
子

決
算
特
別
委
員
長

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
13
件
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ

15
件
の
決
算
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
９
月
16
・
17
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
長
沼
桂
子
、
副
委
員
長
に
鈴
木
敏
夫
の
両
議
員
を
選
出
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

◆総務文教所管分
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産
業
医
・
顧
問
弁
護
士
の

研
修
活
動
は

長
沼（
安
）委
員

　

産
業
医
指
導
経
費
が
３

倍
に
な
っ
て
い
る
。
顧
問

弁
護
士
に
毎
年
顧
問
料
が

支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
指
導
、
相
談
事
例

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

内
部
研
修
と
し
て
顧
問

弁
護
士
に
よ
る
法
務
研
修

の
実
施
予
定
は
。

　

近
年
、
職
員
が
病
気
に

よ
り
、
長
期
休
暇
を
と
る

例
が
あ
る
が
、
産
業
医
に

よ
る
診
断
・
指
導
相
談
な

ど
が
有
効
で
は
。

総
務
企
画
課
長

　

中
央
診
療
所
の
医
師
に

町
の
産
業
医
と
し
て
併
せ

て
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
産
業
医
は

法
定
の
研
修
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
要
経
費
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

　

月
１
回
安
全
衛
生
委
員

会
を
開
き
、
労
働
条
件
の

改
善
、
危
険
排
除
及
び
照

明
点
検
な
ど
現
場
確
認
を

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

職
員
の
中
で
長
期
休
職

に
あ
る
者
が
１
人
、
過
去

に
メ
ン
タ
ル
的
な
こ
と
で

休
職
し
た
者
も
含
め
て
引

き
続
き
指
導
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

顧
問
弁
護
士
に
お
け
る

法
務
研
修
は
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
、
今
後
検
討
し

ま
す
。

　

顧
問
弁
護
士
費
用
は
こ

こ
数
年
同
額
で
す
が
25
年

度
は
主
に
空
き
家
対
策
業

務
に
よ
る
財
産
処
分
に
係

る
相
続
な
ど
に
つ
い
て
指

導
を
受
け
た
も
の
で
す
。

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

局
整
備
負
担
金
支
出
は

舩
山
委
員

　

こ
の
局
の
設
置
場
所
は

ど
こ
で
、
負
担
金
支
出
は

今
後
何
年
も
続
く
の
か
。

　

ま
た
、
現
在
で
も
難
視

聴
地
区
が
あ
る
の
か
。

総
務
企
画
課
長

　

数
年
前
、
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
切
り
替
え
に

あ
た
り
、
局
の
整
備
費
用

の
一
部
を
難
視
聴
対
策
と

し
て
、
民
放
各
社
に
恒
常

的
に
毎
年
負
担
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
難
視
聴
地
域
で

残
っ
て
い
る
の
は
、
中
津

川
地
区
の
広
河
原
と
岳
谷

部
落
の
２
世
帯
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

利
用
者
減
少
対
策
は

後
藤
委
員

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

利
用
者
が
年
々
減
っ
て
い

る
が
、
平
成
24
・
25
年
度

を
比
較
す
る
と
決
算
で
は

年
々
歳
出
が
40
〜
50
万
円

ず
つ
増
え
て
い
る
。

　

交
通
弱
者
対
策
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
に
運
行
し

て
い
く
の
か
。

住
民
税
務
課
長

　

基
本
的
に
は
、
運
行
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
最

優
先
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
受
託
業
者

の
経
営
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
と
、
安
全
確
保
が
重

要
で
す
。

　

燃
料
・
保
険
料
の
高
騰

な
ど
維
持
費
が
増
え
て
お

り
、
委
託
料
が
値
上
が
り

し
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
運
行
時

刻
や
ル
ー
ト
、
医
療
機
関

と
の
連
携
等
を
検
討
し
ま

す
。置

賜
広
域
行
政
組
合

婚
活
事
業
の
成
果
は

鈴
木
委
員

　

行
政
組
合
が
行
っ
て
い

る
広
域
的
婚
活
事
業
の
成

果
は
。

副
町
長

　

交
流
活
動
を
こ
れ
ま
で

３
回
実
施
し
、
６
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

う
ち
１
組
は
町
内
在
住

者
で
す
が
、
結
婚
に
至
っ

た
か
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

平成25年度 決算特別委員会
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ガ
ン
検
診
の
受
診
率

と
主
な
死
亡
原
因
は

長
沼（
安
）委
員

　

各
種
ガ
ン
検
診
料
と
し

て
８
０
０
万
円
ほ
ど
支
出

さ
れ
て
い
る
が
、
受
診
率

は
ど
れ
位
で
事
後
指
導
は
。

　

ま
た
、
本
町
の
主
な
死

亡
原
因
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

ガ
ン
検
診
の
受
診
率
は

約
30
％
と
低
い
の
で
、
未

受
検
者
に
は
受
診
す
る
よ

う
促
し
て
い
ま
す
。

　

事
後
指
導
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
面
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

死
亡
原
因
の
主
な
も
の

は
、
悪
性
新
生
物（
ガ
ン
）、

心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
に
よ

る
も
の
で
す
。

橋
梁
の
長
寿
命
化

早
急
な
対
応
必
要
で
は

菅
野
委
員

　

県
道
の
橋
梁
は
長
寿
命

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
町

道
側
は
遅
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。
進
捗
率
と
今
後
の

対
応
は
。

地
域
整
備
課
長

　

町
道
に
は
１
６
８
橋
あ

る
が
、
橋
は
凍
結
が
起
こ

り
易
い
な
ど
で
、
長
寿
命

化
は
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
５
年
に
１
回

の
専
門
家
に
よ
る
点
検
の

結
果
を
受
け
、
年
数
の

経
っ
て
い
る
も
の
か
ら
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業

効
果
の
把
握
は

嶋
貫
委
員

　

21
年
度
か
ら
５
年
間
、

国
の
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
た
緊
急
雇
用
創
出
事

業
が
７
３
６
６
万
円
ほ
ど

支
出
さ
れ
て
い
る
。
事
業

効
果
の
把
握
は
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
補
助

制
度
が
無
く
な
っ
た
場
合
、

経
営
に
影
響
は
出
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

国
内
で
の
雇
用
悪
化
対

策
と
し
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
て
お
り
、
町
は
、
国
・

県
の
制
度
に
沿
っ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

町
内
の
失
業
者
が
減
少

し
、
正
規
雇
用
者
は
増
加

し
た
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
自
助
努
力

し
経
営
改
善
を
図
る
た
め

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

予
算
を
精
査
し
住
民
の

要
望
に
応
え
る
べ
き
で
は

舩
山
委
員

　

予
算
措
置
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
執
行
さ
れ

て
い
な
い
科
目
が
多
い
。

補
正
等
で
減
額
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
道
路
維
持
費
に

つ
い
て
も
残
額
が
あ
る
が
、

町
民
の
要
望
は
沢
山
あ
る
。

そ
の
要
望
に
応
え
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
は
。

副
町
長

　

適
正
に
執
行
す
る
こ
と

と
年
度
末
に
精
査
す
る
こ

と
を
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

不
備
な
点
が
有
っ
た
の
で
、

今
後
、
予
算
を
有
効
に
活

用
し
、
町
民
の
要
望
に
少

し
で
も
多
く
応
え
ら
れ
る

よ
う
指
導
し
ま
す
。

　

特
に
道
路
維
持
費
に
つ

い
て
は
、
災
害
等
も
あ
り

人
員
不
足
を
き
た
し
、
対

応
が
不
十
分
な
点
も
あ
り

ま
し
た
。

一
般
会
計

◆産業厚生所管分

検診で早期発見
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中
小
企
業
振
興
補
助
金

対
象
企
業
拡
大
は

鈴
木
委
員

　

中
小
企
業
振
興
補
助
金

が
１
８
０
０
万
円
ほ
ど

余
っ
て
い
る
。
補
助
対
象

事
業
の
拡
大
を
図
り
、
も

う
少
し
有
効
に
利
活
用
す

べ
き
で
は
。

　

特
に
、
町
で
力
を
入
れ

て
い
る
若
者
の
定
住
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
子
育
て

支
援
事
業
も
補
助
対
象
事

業
に
す
る
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長

　

中
小
企
業
振
興
補
助
金

は
、
年
３
回
申
請
を
受
け

付
け
５
１
０
０
万
円
余
り

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

対
象
事
業
は
、
中
小
企

業
振
興
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
業
種
で
、
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
な
お
一
層
事
業

の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
、

幅
広
い
業
種
が
対
象
と
な

る
こ
と
を
町
内
の
企
業
に

周
知
し
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
需
要
に

生
産
供
給
は
大
丈
夫
か

後
藤
委
員

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
台
数
は
。
ま
た
ペ

レ
ッ
ト
の
需
要
に
生
産
が

追
い
つ
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。

農
林
振
興
課
長

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、

民
間
と
公
共
施
設
合
わ
せ

１
５
３
台
普
及
し
て
い
ま

す
。

　

25
年
度
ペ
レ
ッ
ト
工
場

で
夏
期
に
オ
ガ
粉
生
産
を

し
た
た
め
、
需
要
量
ギ
リ

ギ
リ
の
生
産
量
で
、
利
用

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
必
要
量
を
確

保
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
灯
油
等
の
値
上

が
り
に
よ
る
需
要
に
も
対

応
し
ま
す
。

新
水
源
地
開
発
費
は

ど
こ
か
ら
支
出
？

長
沼（
安
）委
員

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本

勘
定
に
水
源
開
発
費
２
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
決
算
で
は
支
出
さ
れ

て
お
ら
ず
、
収
益
勘
定
か

ら
１
１
９
０
万
円
支
出
さ

れ
て
い
る
。

　

当
年
度
の
投
資
分
と
し

て
、
資
本
勘
定
で
処
理
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長

　

目
的
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
場
合
は
資
本
勘
定
で

す
が
、
未
確
定
の
も
の
は

収
益
勘
定
で
と
の
県
や
日

本
水
道
協
会
等
の
指
導
を

受
け
て
処
理
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
26
年
度
の
調
査

費
は
、
資
本
勘
定
で
す
。

水
道
料
金
と「
み
の
り
」

の
未
収
金
対
策
は

菅
野
委
員

　

水
道
料
金
の
未
収
金
が

１
０
０
８
万
円
余
り
あ
る
。

　

ま
た
、「
み
の
り
」
の

未
収
金
も
１
４
９
万
円
ほ

ど
あ
り
、
両
方
と
も
昨
年

度
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、

収
納
対
策
は
。

地
域
整
備
課
長

　

未
収
金
解
消
の
た
め
訪

問
徴
収
し
た
り
、
26
年
度

は
給
水
停
止
も
２
回
行
っ

て
い
ま
す
が
、
苦
慮
し
て

い
ま
す
。

「
み
の
り
」
事
務
長

　

長
期
未
納
に
な
っ
て
い

る
方
も
い
ま
す
が
、
早
期

の
未
収
解
消
に
努
め
ま
す
。

平成25年度 決算特別委員会

町民の要望に応え補修を

特
別
会
計
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一般会計補正予算

◆ 歳　入 （単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
地 方 特 例 交 付 金 160 68 228
地 方 交 付 税 28億2537 １億1147 29億3684 特別交付税1658
分 担 金 及 び 負 担 金 3764 8721 １億2485 草地基盤整備　他
国 庫 支 出 金 ７億1690 3657 ７億5347 がんばる地域交付金　他
県 支 出 金 ３億7620 6088 ４億3708 農地災害負担金
財 産 収 入 1119 2 1121
繰 入 金 ６億2888 1086 ６億3974 介護保険特別会計より
繰 越 金 １億2867 1117 １億3984
諸 収 入 8470 137 8607 ふるさと納税　他
町 債 12億8920 △１億1550 11億7370
補正されなかった款の額 ８億7567 0 ８億7567

歳　入　合　計 69億7602 ２億 473 71億8075

◆ 歳　出 （単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
総 務 費 ７億9651 1059 ８億 710 地域づくり推進事業補助　他
民 生 費 12億6440 579 12億7019 住宅介護支援　他
衛 生 費 ２億9808 △1244 ２億8564 国保直診勘定繰越金の減
農 林 水 産 業 費 ７億3525 １億3283 ８億6808 草地畜産基盤事業補助金　他
商 工 費 ２億4388 6309 ３億 697 中小企業振興補助金　他
土 木 費 ６億9416 △4511 ６億4905 橋梁架替工事負担金の減　他
消 防 費 ２億3819 0 ２億3819
教 育 費 17億 754 223 17億 977 中部幼稚園改修　他
災 害 復 旧 費 １億1785 4775 １億6560 農林施設災害復旧　他
補正されなかった款の額 ８億8016 0 ８億8016

歳　出　合　計 69億7602 ２億  473 71億8075

特別会計補正予算 （単位：万円）

会　計　名 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

国民健康保険
事業勘定 ８億8208 136 ８億8344 還付金　他
直診勘定 １億5620 △888 １億4732 人件費の減　他

介 護 保 険 10億4577 2079 10億6656 一般会計へ繰出し
老 人 保 健 施 設 ３億1365 △366 ３億 999
豊 川 財 産 区 43 ９ 52 旅費

　平成26年度飯豊町一般会計は歳入歳出それぞれ２億473万円を追加
し、71億8075万円としました。

草地開発事業に8192万円
平成26年度 各会計補正予算
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山形大学研究所 ＬＤＦ跡地に
臨時会

　

７
月
８
日
、
第
７
回
の

臨
時
会
を
開
会
し
、
補
正

予
算
１
件
、
人
事
案
件
１

件
と
工
事
請
負
契
約
１
件

を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

　

９
６
７
３
万
円
を
追
加

し
、
68
億
９
１
７
３
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の

•
須
郷
小
屋
線
法
面
補
修

 

４
０
０
０
万
円

•
第
一
小
学
校
改
築
事
業

 

８
８
８
７
万
円

•
林
道
東
沢
線
災
害
復
旧

 

５
５
６
万
円

•
そ
の
他

 

△
３
７
７
０
万
円

　

財
源
は
、
国
・
県
支
出

金
及
び
前
年
度
繰
越
金
を

充
て
る
も
の
で
す
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
議

会
か
ら
次
の
２
名
を
推
薦

し
ま
し
た
。

•
大
字
高
峰

 

小　

川　

と
よ
子

•
大
字
萩
生

 

藤　

野　

さ
お
り

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

•
第
一
小
学
校
校
舎

 

解
体
工
事　

　

契
約
金
額

 
１
億
１
２
３
２
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

樋
口
建
設
㈱

　
　

代
表
取
締
役

 

樋
口　

哲
也

　

８
月
12
日
、
第
８
回
の

臨
時
会
を
開
会
し
、
補
正

予
算
２
件
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

　

８
４
２
９
万
円
を
追
加

し
、
69
億
７
６
０
２
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の

•
農
林
災
害
復
旧
事
業

 

２
３
６
０
万
円

•
道
路
橋
梁
災
害
復
旧

 

５
０
０
０
万
円

•
そ
の
他

 

１
０
６
９
万
円

　

財
源
は
、
国・県
支
出
金
、

繰
越
金
及
び
受
益
者
負
担

金
を
充
て
る
も
の
で
す
。

◆
水
道
事
業
会
計

•
豪
雨
災
害
に
よ
る
大
平

線
水
道
管
補
修

 

１
５
０
万
円

　

10
月
６
日
、
第
10
回
臨

時
会
を
開
会
し
、
過
疎
計

画
の
変
更
、
補
正
予
算
、

普
通
財
産
の
貸
し
付
け
の

３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

◆
過
疎
計
画
の
変
更

•
起
業
支
援
施
設
整
備
事

業
の
追
加

◆
一
般
会
計

•
貸
工
場
整
備
事
業

 

１
億
７
万
円

　

１
億
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
72
億
８
０
８
２
万
円

と
す
る
も
の
で
、
財
源
は

町
債
及
び
地
方
交
付
税
を

充
て
る
も
の
で
す
。

◆
普
通
財
産
の
貸
し
付
け

　

場
所

 

萩
生
１
７
２
５‒

１

　

貸
付
の
相
手
方

　
　

山
形
大
学
学
長

 

小
山　

清
人

　

貸
付
す
る
財
産

 

鉄
骨
造
建
物　

１
棟

　

３
件
の
議
案
は
、
い
ず

れ
も
旧
Ｌ
Ｄ
Ｆ
山
形
工
場

跡
地
に
、
山
形
大
学
の
蓄

電
デ
バ
イ
ス
事
業
進
出
に

関
わ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
補
正
予
算
に
対

し
、
議
員
発
議
に
よ
り
附

帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
７
回
臨
時
会

第
８
回
臨
時
会

第
10
回
臨
時
会

リチウムイオン電池自動車
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平成26年10月23日　議会だより（14）

総
務
企
画
課

◆
ふ
る
さ
と
納
税
は
９
月

10
日
現
在
、
３
４
９
２
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
総
額

４
４
３
０
万
円
の
寄
付
と

な
り
ま
す
。

◆
飯
豊
分
校
解
体
工
事
が

再
入
札
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
期
は
11
月
21
日
ま
で

で
、
地
元
の
方
に
も
説
明

し
ま
す
。

住
民
税
務
課

◆
９
月
21
日
よ
り
秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動
を
開
催
。

　

議
員
の
方
に
も
立
哨
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
文
化
課

◆
全
国
小
中
学
校
学
力
・

学
習
状
況
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
前
年
よ

り
国
語
・
算
数
で
向
上
し
、

各
学
校
の
取
り
組
み
の
成

果
が
現
れ
た
よ
う
で
す
。

　

中
学
校
で
は
、
県
平
均

と
の
差
は
縮
ま
っ
た
が
、

抜
本
的
な
向
上
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

◆
添
川
小
統
合
に
つ
い
て

は
、
添
川
小
と
添
川
児
童

セ
ン
タ
ー
の
保
護
者
等
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
保
護

者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
ま
た
、
地
元

や
第
二
小
後
援
会
、
関
係

者
に
も
説
明
し
ま
す
。

◆
平
成
27
年
４
月
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

問　

消
防
飯
豊
分
署
の
改

築
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

設
置
場
所
は
ど
こ
に
計
画

す
る
の
か
。

答　

遊
休
町
有
地
を
活
用

し
ま
す
。
防
災
拠
点
・
除

雪
機
格
納
庫
も
整
備
し
、

救
急
搬
送
が
業
務
の
95
％

を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
道

路
と
の
ア
ク
セ
ス
も
検
討

し
、
飯
豊
中
旧
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

ど
こ
で
説
明
す
る
の

か
。
ま
た
、
飯
豊
分
校
跡

地
は
ど
う
か
。

答　

町
民
の
方
は
ま
だ
知

ら
な
い
の
で
、
場
所
が
特

定
さ
れ
た
ら
改
め
て
丁
寧

に
決
定
し
た
旨
を
説
明
し

ま
す
。

　

分
校
跡
地
に
つ
い
て
は

様
々
な
用
途
が
考
え
ら
れ
、

文
教
エ
リ
ア
や
定
住
促
進

へ
の
活
用
も
考
え
て
い
ま

す
。

問　

第
一
小
新
築
工
事
の

入
札
が
不
調
に
な
り
、
工

期
が
お
く
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
経
費
増
と
な

ら
な
い
か
。

答　

実
勢
価
格
と
の
差
が

大
き
く
、
応
札
者
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
価
格
や

工
期
等
を
見
直
し
、
再
度

入
札
し
ま
す
。
経
費
減
に

努
め
ま
す
。

問　

Ｌ
Ｄ
Ｆ
跡
地
の
今
後

は
。

答　

建
物
の
解
体
、
整
地

が
完
了
し
ま
す
。
９
月
末

で
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
（
土

地
所
有
者
）
よ
り
無
償
譲

渡
さ
れ
、
所
有
権
移
転
の

手
続
き
を
し
ま
す
。

総務文教常任委員会

ふるさと納税 大幅に増加
平成26年度 上半期

解体される第一小
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農
林
振
興
課

◆
林
道
飯
豊
桧
枝
岐
線
の

排
水
施
設
整
備
工
事
入
札

は
、
指
名
業
者
辞
退
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
の
豪
雨
災
害

復
旧
の
た
め
材
料
不
足
と

な
り
、
今
年
度
内
の
発
注

は
見
送
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

商
工
観
光
課

◆
山
大
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス

事
業
の
説
明
会
を
、
３
日

間
に
わ
た
り
地
元
や
部
落

長
等
・
地
区
長
等
会
、
振

興
審
議
会
対
象
に
開
催
。

地
域
整
備
課

◆
７
月
の
豪
雨
で
被
災
し

た
４
箇
所
は
、
全
て
災
害

査
定
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
水
源
地
の
試
掘
で
放

水
試
験
を
行
っ
た
結
果
、

水
量
は
十
分
で
あ
り
、
水

質
検
査
で
も
40
項
目
全
て

ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
デ
ー
タ
を
も
と

に
許
可
申
請
し
ま
す
。

◆
水
道
水
の
異
臭
問
題
が

発
生
し
、
苦
情
が
数
件

入
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
萩
生
配
水
池

が
減
量
し
た
の
で
、
小
白

川
浄
水
場
か
ら
配
水
し
た

た
め
で
、
今
後
、
水
質
検

査
、
活
性
炭
量
を
余よ

計け
い

に

注
入
し
て
対
応
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

◆
予
防
接
種
の
定
期
接
種

と
な
っ
て
い
た
１
歳
児
か

ら
３
歳
児
が
対
象
の
「
水み
ず

疱ぼ
う

瘡そ
う

・
水す
い

痘と
う

」
と
、
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
の
５
歳
刻
み

を
対
象
に
し
た
「
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
が

市
町
村
の
義
務
に
な
り
ま

す
。

問　

水
道
水
の
異
臭
問
題
、

町
民
は
敏
感
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
状
況
等
を
周
知

す
べ
き
で
は
。

答　

水
質
検
査
中
だ
が
、

結
果
は
１
週
間
ほ
ど
か
か

る
の
で
、
苦
情
宅
を
訪
問

し
た
り
、
職
員
が
飲
ん
で

検
査
し
て
い
ま
す
。

問　

工
事
検
査
員
の
資
質

向
上
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
検

査
結
果
が
低
す
ぎ
る
工
事

の
指
名
停
止
は
。

答　

検
査
研
修
は
特
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県

と
同
じ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
指
名
停
止
に
つ

い
て
は
基
準
が
な
く
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

問　

黒
べ
こ
祭
り
が
６
３

０
人
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
た
が
、
牛
肉
だ
け
で

な
く
米
や
ア
ス
パ
ラ
等
も

ピ
ー
ア
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

答　

町
内
産
農
産
物
の

ピ
ー
ア
ー
ル
は
ま
だ
足
り

な
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
町
も
生
産
か
ら
販

売
ま
で
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

第
６
期
の
介
護
保
険

計
画
の
進
捗
状
況
と
、
介

護
認
定
者
の
推
移
は
。

答　

現
在
、
第
６
期
計
画

策
定
中
で
あ
り
、
地
域
の

意
見
や
町
の
施
策
を
計
画

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ま
た
65
歳
以
上
は
２
５

２
５
人
で
、
う
ち
５
５
１

人
が
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
認
定
率
は
21
・
５
％

で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。

新水源地は水量豊富
産業厚生常任委員会

おいしく安全な水道水を
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
、
２
０
１
４
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
き
た
し
お
ば
ら

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　

連
合
は
、
新
た
な
「
地
域

の
星
」
を
目
指
し
て
、
平
成

17
年
に
設
立
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
全
国
55
町
村

（
一
部
地
域
含
）
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
で
は
大
蔵
村
に
つ
い

で
２
回
目
の
開
催
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
根
づ
い
た
ま
ち
づ

く
り
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々

の
幸
福
度
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
を
参
加
自
治
体
で
実

践
し
て
い
ま
し
た
。

　

原
発
の
風
評
被
害
を
払
拭

で
き
る
よ
う
、
福
島
の
大
観

光
地
で
あ
る
裏
磐
梯
高
原
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
、
川
西
町
に

お
い
て
置
賜
５
町
議
会
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
商
工
労
働
観
光
部
の

小
関
敏
彦
技
術
主
幹
よ
り

「
置
賜
の
地
酒
事
情
」
の

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
産
酒
の
歴
史
や
生
産

量
、
さ
ら
に
酒
づ
く
り
へ

の
こ
だ
わ
り
な
ど
を
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
、

山
形
の
酒
は
生
き
残
り
の

た
め
に
、
作
品
型
の
酒
を

製
造
販
売
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
灘な
だ

の
酒
に
代

表
さ
れ
る
普
通
酒
で
は
な

く
、
吟
醸
酒
・
純
米
吟
醸

酒
・
純
米
酒
お
よ
び
本
醸

造
酒
な
ど
の
価
格
の
高
い

良
質
な
酒
づ
く
り
が
中
心

だ
そ
う
で
す
。

　

良
質
な
酒
を
つ
く
る
に

は
酒
造
好
適
米
が
必
要
と

の
こ
と
。県
は
、出
羽
燦さ
ん
さ
ん々

の
後
継
酒
米
「
山
形
１
０

４
号
」
を
来
年
、
知
事
が

命
名
し
、
代
表
的
酒
米
に

し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

置
賜
に
も
、
文
化
の
薫

る
酒
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

御
嶽
山
の
大
噴
火
、

登
山
者
の
多
く
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
、
さ

ら
に
安
否
不
明
者
が

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
地

震
、
台
風
、
大
洪
水
な
ど
、

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
今
の
日
本
。

　

９
月
定
例
会
で
の
決
算

は
、
各
委
員
が
議
論
を
重

ね
審
査
し
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
黄
金
色
に
実
っ
た

稲
穂
の
刈
取
り
時
期
に
入

り
、
お
い
し
い
飯
豊
米
の

収
穫
を
喜
び
た
い
も
の
で

す
。 

（
中
村　

記
）

発
行
責
任
者　
　

　

議
長　

中
村　

仁
一

委
員
長　

 

長
沼　

安
義

副
委
員
長

 

菅
野
富
士
雄

委　
　

員

 

長
沼　

桂
子

 

山
口　

文
隆

 

中
村　

仁
一

 

舩
山　

清
一

編集後記

新しい仲間が増えました（一町一村）

うまい酒への期待も

こらんしょ 裏磐梯！こらんしょ 裏磐梯！

美
し
い
村
連
合
に
参
加

山
形
の
酒
事
情　

５
町
交
流
会

議員研修報告


